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研究成果の概要（和文）：重症静脈血栓塞栓症に対する血栓溶解・破砕・吸引療法のハイブリッ

ド IVR 治療システムの新たな研究展開を行った。具体的には、基礎的研究を行うことによりハ

イブリッド IVR 治療に最も適したシース/カテーテルシステムを決定することができた。そし

て、実際に搬入される重症静脈血栓塞栓症を対象として、細心の注意をもって、新しいシステ

ムの臨床応用を開始することができた。 
 
研究成果の概要（英文）：Clinical application of “Hybrid Interventional System” for the 
treatment of severe venous thromboembolism has been newly developed in this research. 
The “hybrid system” consists of thrombolysis, thrombectomy, and clot aspiration. From the 
fundamental research and animal experiments, the most suitable sheath and catheter 
system for the treatment of life-threatning severe venous thromboembolism has been 
developped, clinical application of this epoch-making system could be started.   
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１． 研究開始当初の背景 

肺血栓塞栓症と深部静脈血栓症は、最近では

静脈血栓塞栓症と総称されるようになって

きた。急性・重症例においては、迅速で的確



な診断と治療が不可欠である。急性期死亡率

が極めて高いからである。 

カテーテルからの局所的血栓溶解療法、経皮

的血栓摘除術、特殊なﾃﾞﾊﾞｲｽを用いた経皮的

血栓破砕術は Interventional Radiology

（IVR）と総称される新しい治療法で、特に

静脈血栓塞栓症においても重症症例に対し

行われはじめてきた。これに対する期待は大

きいが、いまだ標準治療として評価されるに

は至っていない。 

 
２．研究の目的 

申請者は、本領域における新しい IVR 治療シ

ステムを考案し、これまで研究を重ねてきた

が、それに伴い新たな問題点も明らかになっ

てきている。本研究の目的は、重症静脈血栓

塞栓症に対する血栓溶解・破砕・吸引療法の

ハイブリッド IVR 治療システムの新たな展

開を求めることにある。具体的には、基礎的

研究を行うことにより安全性を高め、最終的

に治療成績を更に向上させる。 

 
３．研究の方法 

初年度は、まず、安全性に特に留意した特注

血管シ－スと、それに適合する大口径の特注

血栓破砕カテ－テル・特注血栓吸引カテ－テ

ルを設計、作成。そして、血管ファント－ム

を用い、実際に作成した血栓に対し、破砕・

吸引実験を行うことにより、重症静脈血栓塞

栓症に対するハイブリッド IVR治療に最も適

したシ-ス/カテ-テルシステムを決定する。

次に、動物実験により、システムの安全性と

有効性を確認する。 

次年度は、実際に搬入される重症静脈血栓塞

栓症を対象として、十分なインフォームド・

コンセントを得た後、細心の注意をもって、

新しいハイブリッド IVR治療システムの臨床

応用を開始する。特に、手技に伴う血栓塞栓

の遠隔塞栓に対する解決法と予知について

も研究を進める。 

三年目は、さらに、臨床応用を推進する。得

られた成果については詳細に検討し、厳密な

統計処理を行った上で、学会発表・論文執筆

を行なう。 

 

４．研究成果 

基礎的研究を行うことによりハイブリッド

IVR 治療に最も適したシ-ス/カテ-テルシス

テムを決定することができた。そして、実際

に搬入される重症静脈血栓塞栓症を対象と

して、新しいシステムの臨床応用を開始する

ことができた。手技に伴う血栓塞栓の遠隔塞

栓に対する解決法と予知については、手技と

同時に肺動脈圧を測定することと頻回の DSA

撮影による確認にて、その発生を予知できる

可能性が示唆された。 
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